
別紙２

計算書類に対する注記

（青梅みどり第二保育園拠点区分）

１．重要な会計方針                                                                                  

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

該当なし

(2) 固定資産の減価償却の方法

有形固定資産－定額法

(3) 引当金の計上基準

退職給付引当金・・職員の退職給付に備えるため、東社協従事者共済会契約者掛金の累計額を計上している。

　　賞与引当金・・職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している

徴収不能引当金・・該当する金銭債権の金額から直接控除し、当該徴収不能引当金の金額に注記する。

２．重要な会計方針の変更                                                                            

該当なし

３．採用する退職給付制度                                                                            

退職給付制度は、独立行政法人福祉医療機構の社会福祉施設職員等退職手当共済制度及び、

東京都社会福祉協議会の退職共済制度によっている。

４．拠点が作成する計算書類等とサービス区分                                                          

当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになっている。

(1) 青梅みどり第二保育園拠点計算書類(会計基準省令第１号第４様式、第２号第４様式、第３号第４様式)

(2) 拠点区分事業活動明細書(別紙3⑪)は省略している。

(3) 拠点区分資金収支明細書(別紙3⑩)は省略している。

５．基本財産の増減の内容及び金額                                                                    

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。                                                  

（単位：円）

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

建物       374,293,869                 0        14,623,441       359,670,428

合            計       374,293,869                 0        14,623,441       359,670,428

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し                        

該当なし



７．担保に供している資産                                                                            

担保に供されている資産は以下のとおりである。

建物（基本財産）　　　　　359,670,428円

計　　　　　　　　　　　　359,670,428円

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

設備資金借入金（1年以内返済予定額を含む）　 90,068,000円

計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  90,068,000円

８．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高                                            

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。                            

（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物（基本財産）       434,490,478       74,820,050      359,670,428

構築物         6,639,737        2,967,115        3,672,622

器具及び備品        58,365,662       39,461,787       18,903,875

合            計       499,495,877      117,248,952      382,246,925

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高                                            

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。                          

（単位：円）

債権額 徴収不能引当金 債権の

の当期末残高 当期末残高

事業未収金           175,750                0          175,750

未収金           160,900                0          160,900

未収補助金         2,304,630                0        2,304,630

合            計         2,641,280                0        2,641,280

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益                                      

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、以下のとおりである。                    

    該当なし

１１．重要な後発事象                                                                                

該当なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び                          

純資産の状態を明らかにするために必要な事項                                                          

（１）前払費用の内訳

前払費用について支払資金の範囲に含まれるものと、一年基準により長期前払費用

から振り替えられたものの内訳は以下の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当年度末　　　　　前年度末

①支払資金の範囲に含まれる前払費用　　　　510,250円　　　　　　　　0円

②長期前払費用からの振替額　　　　　　　　151,922円　　　　　151,922円



　　　　　貸借対照表計上額　　　　　　　　662,172円　　　　　151,922円


